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公益財団法人 明治安田クオリティオブライフ文化財団 （１９９１年６月設立・

理事長 関口憲一）では、地域の伝統文化（民俗芸能および民俗技術）の継承、特に後

継者の育成を支援するため、昨年１０月から令和８年度 『地域の伝統文化保存維持費

用助成』 制度の助成対象候補を公募してまいりました。 

このたび応募１６４件の選考を終えて５６件の助成対象を決定し、助成金目録の贈

呈を行なうこととなりましたので、ここにお知らせいたします。 

なお、今回の決定を含めた本制度による助成件数の累計は、当財団設立以来 

１,５７４件になります。 

 

【お問い合わせ先】  

公益財団法人 明治安田クオリティオブライフ文化財団 

〒１６３－０６３３ 

                        東京都新宿区西新宿１－２５－１ 

                                  新宿センタービル３３階 

TEL.０３－３３４９－６１９４  

FAX.０３－３３４５－６３８８  

 

 

 

  

 

「公益財団法人  明治安田クオリティオブライフ文化財団」  

令和８年度 

 地域の伝統文化分野 助成対象先を決定 

 



 - 1 - 

 

 

 

１．公募方法と公募期間 

     都道府県の教育委員会または知事部局の担当課を推薦窓口とする公募を、令和

７年１０月から令和７年１２月３１日まで行ない、１６４件の申込みを受け付け

た。 

２．助成対象 

(１) 地域の民俗芸能（民俗行事・民俗音楽を含む）の継承、特に後継者育成のため 

の助成。 

(２) 地域の民俗技術（伝統的製作技術・衣食住に関わる生活技術・伝統工芸を含

む）の継承、特に後継者育成のための助成。 

３．助成対象者の決定 

     選考委員会における選考審査（２月１８日）を経た後、理事会（３月４日）の

承認を得て決定。 

   【伝統文化分野選考委員】(敬称略) 

     委員長    星野  紘      全日本郷土芸能協会理事長 

     委  員  神野 善治   武蔵野美術大学名誉教授 

〃     齊藤  裕嗣     日本芸術文化振興会ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾃﾞｨﾚｸﾀｰ（伝統・大衆） 

〃      田中  宣一     成城大学名誉教授 

       〃      茂木 栄       國學院大學名誉教授 

       〃      山内 彰     当財団元理事 

４．助成決定件数・助成金額 

（１）令和８年度 部門区分別 助成決定件数・金額 

部  門 申込件数 決定件数 助成金額 

民俗芸能 １５５件  ５３件 ２，６８０万円 

民俗技術     ９件    ３件 
 

 １２０万円    

合  計  １６４件 ５６件 ２，８００万円 

 
(注)都道府県別の助成対象および金額等は、３～７頁(民俗芸能の 

    部および民俗技術の部)をご参照願います。 
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（２）助成件数・金額の推移（金額単位：万円） 

年度 
民俗芸能 民俗技術 合 計 

助成件数 助成金額 助成件数 助成金額 助成件数 助成金額 

平成３年 

４年 

５年 

６年 

７年 

８年 

９年 

１０年 

２４ 

２９ 

３０ 

３４ 

３８ 

４１ 

４１ 

４３ 

１，７１７ 

１，９６０ 

１，９５８ 

２，０６０ 

２，３１０ 

２，５５０ 

２，６７０ 

２，８００ 

 ５ 

 ５ 

 ５ 

 ６ 

 ５ 

 ６ 

 ６ 

 ４ 

２２９ 

１９０ 

２００ 

２４０ 

１９０ 

２５０ 

２３０ 

１４０ 

２９ 

３４ 

３５ 

４０ 

４３ 

４７ 

４７ 

４７ 

１，９４６ 

２，１５０ 

２，１５８ 

２，３００ 

２，５００ 

２，８００ 

２，９００ 

２，９４０ 

１１年 

１２年 

１３年 

１４年 

１５年 

１６年 

１７年 

１８年 

１９年 

２０年 

４４ 

４３ 

４２ 

３８ 

３３ 

３１ 

３７ 

３５ 

３７ 

３９ 

２，８４５ 

２，７４０ 

２，７４０ 

２，５９０ 

１，５９０ 

１，５２５ 

１，６５０ 

１，６６６ 

１，７８０ 

１，８１０ 

 ４ 

 ６ 

 ８ 

１０ 

 ２ 

 ５ 

 ０ 

 ２ 

 ２ 

 １ 

１５５ 

２６０ 

２６０ 

４１０ 

 ６０ 

１２５ 

  ０ 

 ８０ 

 ７０ 

 ４０ 

４８ 

４９ 

５０ 

４８ 

３５ 

３６ 

３７ 

３７ 

３９ 

４０ 

３，０００ 

３，０００ 

３，０００ 

３，０００ 

１，６５０ 

１，６５０ 

１，６５０ 

１，７４６ 

１，８５０ 

１，８５０ 

２１年 

２２年 

２３年 

２４年 

２５年 

２６年 

２７年 

２８年 

２９年 

３０年 

３８ 

３９ 

４１ 

４８ 

４０ 

４１ 

４０ 

４１ 

４２ 

４１ 

１，７４０ 

１，７３５ 

１，８１４ 

２，１２２ 

１，７７５ 

１，８０２ 

１，７４６ 

１，８００ 

１，８１１ 

１，７７５ 

 ４ 

 ３ 

 １ 

 ６ 

 ２ 

 ３ 

 ４ 

 ２ 

 １ 

 ２ 

１１０ 

１１５ 

 ３６ 

１８５ 

 ７５ 

  ９８ 

１０４ 

  ５０ 

  ３９ 

  ７５ 

４２ 

４２ 

４２ 

５４ 

４２ 

４４ 

４４ 

４３ 

４３ 

４３ 

１，８５０ 

１，８５０ 

１，８５０ 

２，３０７ 

１，８５０ 

１，９００ 

１，８５０ 

１，８５０ 

１，８５０ 

１，８５０ 

令和元年 

２年 

３年 

４年 

５年 

６年 

７年 

８年 

３９ 

３９ 

４２ 

４３ 

４７ 

５７ 

５２ 

５３ 

１，７３６ 

１， ７４０ 

１，８１３ 

１， ８２０ 

２， ０７５ 

２，０６１ 

２，１３５ 

２，６８０ 

 ３ 

 ３ 

 １ 

 ２ 

 １ 

 ４ 

  ５ 

  ３ 

１１４ 

１１０ 

３７ 

８０ 

２５ 

１３９ 

１６５ 

１２０ 

４２ 

４２ 

４３ 

４５ 

４８ 

６１ 

５７ 

５６ 

１，８５０ 

１，８５０ 

１，８５０ 

１，９００ 

２，１００ 

２，２００ 

２，３００ 

２，８００ 

合計 １，４４２ ７３,１４１ １３２ ４，８０６ １，５７４ ７７，９４７ 

５．助成金目録の贈呈 

    第一次推薦者（市町村教育委員会等）の庁舎、もしくは最寄りの明治安田生命支

社において贈呈式を行なう予定。 
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２０２６年度 地域の伝統文化 助成対象 （敬称略） 

１．民俗芸能の部（民俗行事・民俗音楽含む）     ５３件 ２，６８０万円 

 

フリガナ

申込団体または個人

伝承行事・芸能・技術の名称 助成目的

ﾌｸｼﾏﾀﾞｲｼﾞﾝｸﾞｳｻｲﾚｲｷﾞｮｳﾚﾂﾎｿﾞﾝｶｲ

福島大神宮祭礼行列保存会

福島大神宮祭礼行列 衣装購入費

ｱｲﾍﾞﾂｷﾞﾌｼｼｶｸﾞﾗﾎｿﾞﾝｶｲ

愛別岐阜獅子神楽保存会

愛別岐阜獅子神楽 道具修理費

ｲﾁｶﾜｶｸﾞﾗ

市川神楽

市川神楽 道具購入費

ｵﾀﾞﾉｻﾜﾌｼﾞﾝｶｲ

小田野沢婦人会

東通の田植え餅つき踊り 衣装・道具購入費

ｷﾘｷﾘｼｼｵﾄﾞﾘﾎｿﾞﾝｶｲ

吉里吉里鹿子踊保存会

吉里吉里鹿子踊 衣装購入費

ﾅｶｽｶﾀﾞｲｶｸﾞﾗﾎｿﾞﾝｶｲ

中須賀大神楽保存会

中須賀大神楽 道具購入・修理費

ｼﾞｭｳｻﾝﾊﾏｼﾞﾝｸﾎｿﾞﾝｶｲ

十三浜甚句保存会

北上町十三浜甚句 衣装購入費

ﾖｺﾁｮｳﾜｶﾓﾉｶｲ

横丁若者会

花輪の町踊り 道具修理費

ｶﾐﾉﾔﾏﾊﾝｺﾃｷｶﾞｸﾎｿﾞﾝｶｲ

上山藩鼓笛楽保存会

上山藩鼓笛楽 道具修理費

ﾅｶﾞﾇﾏﾎﾞﾝｵﾄﾞﾘﾎｿﾞﾝｶｲ

長沼盆踊保存会

長沼盆踊り 道具購入費

ﾆｼﾏﾙﾔﾏｷﾄｳﾊﾞﾔｼﾎｿﾞﾝｶｲ

西丸山祈祷囃子保存会

西丸山祈祷囃子 道具購入・修理費

ｻﾝﾎﾞﾝｷﾞｼｼﾏｲﾎｿﾞﾝｶｲ

三本木獅子舞保存会

三本木獅子舞 道具修理費

44

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

助成額
（万円）

地域
活動の概要

青森県

北海道

元禄5年（1692）執行記録がある祭礼行列。福島大神宮秋祭に奴行列・四ｹ
散米行列が巡行。山車10数台も随行。囃子は祇園ばやし等12曲継承。道
南の伝統芸能の変遷を伝える重要な文化財

明治29年岐阜県からの入植者が伝えた白山神楽が始まり。一時衰退、昭
和42年保存会結成し復活。愛別神社歳大祭に奉納。14演目継承。幕間に
笛・太鼓による「打ち込み」が入るのは全国的に希少

明治期創始、市川地区の山伏神楽。八戸市内で継承する10団体の一つ。
一時中断、昭和22年近隣団体から学び復活。白髭神社・湊町大裕神社夏
祭に奉納。幕獅子も行なう。8演目継承。権現様（獅子頭）4体を保有

江戸後期創始の餅つき踊り。東通村の5地区で継承。旧正月の1月15日・
16日に婦人たちが各戸を巡回、田植え唄と口上を延べ餅つき踊りを披露。9
演目継承。小太鼓・手平鉦・唄にあわせ臼を囲み杵を手に踊る

北海道

青森県

26

60

50

60

江戸期に鹿島・香取神宮大祭の鹿子舞にまねて創始｡震災の困難な状況
下、「霊呼」奉納の思いから再開。天照御祖神社夏祭に奉納。激しく打ち鳴
らす太鼓にあわせた力強い跳躍、素早い足運びは県内でも希少

江戸末期に盛岡の「七軒丁」に習った太神楽。小槌神社秋祭に奉納。震災
翌年に道具・衣装を再度整備。慶事や結婚披露宴等の祝事にも上演。悪
魔を剣で切り払い退治する四方固めの舞を継承

35

35

60

20

岩手県

岩手県

江戸期創始の郷土民謡。太平洋沿いの十三浜地区の浜甚句として継承。
昭和20年代に後藤桃水が流布。平成元年保存会発足。各種行事で広く歌
われる。方言を重要視した歌詞が特徴、踊りも併せ継承

江戸末期創始の盆踊。8月19・20日の花輪祭終了直後から中秋の名月
まで、10町内で実施。12曲継承。三味線・太鼓・鉦・唄にあわせ、軽快な
ﾃﾝﾎﾟで多様な所作を披露。足運びは男性の舞、江戸の粋を伝える

慶應年間（1865～67）創始の西洋式軍楽。明治維新後も旧藩士により保
存･伝承。月岡神社春･秋祭に奉納･演奏の他、幅広く活動。楽隊は大太
鼓・小太鼓・篠笛で編成。4曲口承。全国に残る鼓笛団体は他に1ヵ所のみ

豊臣秀吉の長沼城入城を機に創始された盆踊。戦後、青年団が再開。昭
和40年保存会結成。25年間の中断を経て令和5年復活。ゆっくりとしたﾘｽﾞﾑ
で日本舞踊のような優雅さは、旧長沼町の他の行政区と一線を画す

江戸初期創始。一時中断、戦後復活。毎年1月、鹿島神社に「初囃子」を奉
納。大八車の前側に米三俵と天狗面、後方に大太鼓・小太鼓を載せ笛・
鼓・鉦・拍子木を奏でつつ地区内を巡行

寛永年間（1824～43）創始。火災・凶作等で中断、文挾流を学び復活。三
本木延命地蔵尊春祭に奉納。演者が仕度笛により地蔵堂内で獅子頭・花
笠をつけ、堂前の庭にて舞を開始。獅子が唄いながら舞う栃木県

60

38

53
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ﾂﾊﾞｷﾅｼﾞﾝｼﾞｬﾀﾞｲﾀﾞｲｶｸﾞﾗﾎｿﾞﾝｶｲ

椿名神社太々神楽保存会

椿名神社太々神楽 道具修理費

ｼﾞｭｳｼｼﾞｮｳﾙﾘﾆﾝｷﾞｮｳﾎｿﾞﾝｶｲ

出牛浄瑠璃人形保存会

出牛の人形浄瑠璃（人形芝居） 道具修理費

ｵｵｲｶﾐｸﾞﾐﾊﾔｼﾎｿﾞﾝｶｲ

大井上組囃子保存会

大井はやし 道具修理費

ﾌｸﾛｵﾊﾔｼﾎｿﾞﾝｶｲ

袋お囃子保存会

袋のお囃子 道具購入費

ﾊｸｻﾝｼﾞﾝｼﾞｬﾊﾔｼﾚﾝ

白山神社囃子連

練馬白山神社囃子 衣装・道具購入費

ﾔﾍﾞﾊﾁﾏﾝｸﾞｳｼｼﾏｲﾎｿﾞﾝｶｲ

矢部八幡宮獅子舞保存会

矢部八幡宮獅子舞 道具修理費

ﾛｸﾔﾏﾂﾘﾕﾐｵﾄﾞﾘﾎｿﾞﾝｼﾝｺｳｶｲ

六夜祭弓踊保存振興会

六夜祭弓踊 道具・衣装購入費

ｶﾐﾖｺﾔﾏｾｲﾈﾝｶｲ

上横山青年会

上横山鬼太鼓 道具・衣装購入費

ﾇﾉﾊﾞｼｶﾝｼﾞｮｳｴｼﾞｯｺｳｲｲﾝｶｲ

布橋灌頂会実行委員会

布橋灌頂会 人材育成費

ﾉﾉｲﾁﾎｳﾈﾝﾔｻｲﾐｺｼﾎｿﾞﾝｶｲ

野々市豊年野菜神輿保存会

豊年野菜神輿 道具購入費

ﾀｶﾊﾏｼﾁﾈﾝﾏﾂﾘﾎｿﾞﾝｶｲ

高浜七年祭保存会

高浜七年祭（太刀振り・御田植・神楽） 道具修理費

ｺｱｽﾐﾌｼﾞｾﾝｹﾞﾝｼﾞﾝｼﾞｬﾀﾞｲﾀﾞｲｶｸﾞﾗﾎｿﾞﾝｶｲ

小明見富士浅間神社太々神楽保存会

小明見富士浅間神社の神楽舞 衣装・道具購入費

ｽｻﾞｶｼ ﾉﾍﾞﾏﾁｶｸﾞﾗﾎｿﾞﾝｶｲｶｲ

須坂市　野辺町神楽保存会

野辺町の神楽と伊勢音頭 衣装購入費

ｼﾓｼﾞｮｳﾑﾗｶﾌﾞｷﾎｿﾞﾝｶｲ

下條村歌舞伎保存会

下條歌舞伎 道具購入費

江戸後期創始の人形芝居。大正期に中断、昭和41年古老に学び復活。萩
神社春祭に上演、秩父人形ｻﾐｯﾄ（隔年）にも出演。大阪文楽系の三人遣
い。時代物・世話物・新作の4演目をﾊﾞﾗﾝｽ良く継承埼玉県 42

20群馬県

大正6年創始の里神楽。椿名神社春秋祭に奉納。9舞継承。着面し御幣・
矛・剣・小槌・扇・鈴を手に持ち、笛・大太鼓・小太鼓にあわせ踊る黙劇。神
話を題材に五穀豊穣・商売繁盛を願う庶民性が特徴

明治期創始の五穀豊穣・商売繁盛を祈願する行事。一時中断、昭和50年
復活。季節野菜を装飾した神輿を布市神社秋祭に奉納。老若男女が担ぐ
神輿が巫女（子供）とともに町内を巡行。野菜神輿は全国でも希少石川県

60

江戸後期創始の神田囃子が伝わる。大井氷川神社夏祭に奉納。明治期に
上組と旭（中組、下組）に分離。太鼓・笛・鉦の演奏で獅子舞・天狐・ｵｶﾒ・
外道を踊る。4曲継承。口承による演奏技法・ﾘｽﾞﾑ・掛け声が独特

60

江戸後期に香取郡小見川町から学んだ阿玉川流お囃子。一時中断、25年
前に青年団員・OBにより復活。祝事等で獅子舞・下座踊りが入るのと、「早
馬鹿」の撥数が大野が特徴。市の伝統芸能ｲﾍﾞﾝﾄの常連

37

明治前期創始の祭囃子。一時中断、昭和49年豊玉囃子に学び再開。白山
神社秋祭に奉納。笛１・小太鼓２・大太鼓１・鉦１で構成、神輿・曳太鼓ととも
に町内を巡行。小学生～高校生の会員を大人が技術指導

60

戦国後期創始の市内最古の獅子舞。箭幹八幡宮秋祭に「道行」「御庭舞」
を奉納。腰に五色の御幣をつけた剣・巻・玉の三匹の立獅子が幣追いに統
率され、優雅に舞う。氏子60数軒が担う「獅子宿」は希少な制度

50

宇奈具志神社に伝わる弓踊り。8月16日、神社から出田明神への夜神輿巡
行の帰途に、中学生16人が烏帽子・赤装束姿で弓・弓矢を持ち、笛・太鼓
にあわせ踊る。刀持ち・馬乗り・鉄砲持ち・花かずきも随行

60

佐渡島特有の鬼太鼓の一つ。昭和30年代中断、昭和40年代に復活。金峯
神社春祭に奉納。集落80戸を巡行。島内でも様式を重んじる「潟上型」の
系統。獅子を伴わず一対の鬼が「二人踊り」するのが特徴

60

江戸後期創始の女人救済儀式｡明治初期廃仏毀釈で途絶､平成8年138年
ぶり復活｡3年に一度、秋彼岸に挙行｡白装束に目隠しの女性が立山登拝
拠点の芦峅寺集落にある朱色の布橋に敷かれた白布の上を歩く

50

東京都

東京都

新潟県

新潟県

富山県

埼玉県

千葉県

長野県 20

明治初期創始の伊勢系神楽。戦後衰退、昭和40年代後半に神楽会結成
し復活。椚原豊守神社春秋祭に平舞・狂いの舞を奉納。30年振りに復活し
た伊勢音頭は口三味線・前口上・唄と続き、悠長な節回しは独特

長野県 44

享保4年（1704）創始の村歌舞伎。明治期に盛行。昭和46年保存会結成。
毎年11月に定期公演。村独自の5演目を自前の義太夫・三味線で演ずる

福井県 60

永禄12年（1569）実施記録がある祭礼。七年祭は、巳年と亥年の六年毎開
催の佐伎治神社の式年大祭。3基の神輿（東山・西山・中の山）と7基の山
車が町内を盛大に巡行。継承する太刀振りは21演目

山梨県 60

江戸中期創始の神楽舞。小明見富士浅間神社春祭等に奉納。十二座から
成り、5種類の舞と「五人ばやし」を継承。元旦祭・追儺祭・お供日祭・七五
三祭・除夜祭にも舞う。「五人ばやし」は少女五人が優雅に舞う
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岐阜まつり　曳山行事 道具購入費

ｻｶｼﾀﾊﾅｳﾏﾎｿﾞﾝｶｲ

坂下花馬保存会

坂下の花馬祭り 衣装購入費

ｺﾑｶｴｸﾎｳｵｳｼｬﾎｿﾞﾝｶｲ

小迎区鳳凰車保存会

「鳳凰車」のからくり人形 衣装・道具購入費

ｵﾜﾘｱｻﾋｼｱﾗｲﾁｸｳﾏﾉﾄｳﾎｿﾞﾝｶｲ

尾張旭市新居地区馬の塔保存会

新居地区の馬の塔 道具修理費

ﾋﾅｶﾞﾂﾝﾂｸｵﾄﾞﾘﾎｿﾞﾝｶｲ

日永つんつくおどり保存会

日永つんつく踊り 衣装購入費

ﾘｮｳｼｶﾝｺｵﾄﾞﾘﾎｿﾞﾝｶｲ

猟師かんこ踊り保存会

猟師町のかんこ踊り 道具・衣装購入費

ｳｴﾉﾄﾞｳﾄｳﾄﾞｳｶﾌﾞ

上野頭頭殿株

油日の奴振 道具購入費

ﾂﾂﾞﾔﾏﾁｮｳｶｲ

廿山町会

だんじり祭 道具購入費

ｷﾘﾔﾏｱｷﾉﾚｲﾀｲｻｲﾎｿﾞﾝｹｲｼｮｳｼﾞｯｺｳｲｲﾝｶｲ

桐山秋の禮大祭保存継承実行委員会

だんじり祭 道具修理費

ｺｻﾂｷﾏﾂﾘ｢ｻｵﾉｳﾀ｣ﾎｿﾞﾝｶｲ

小五月祭「棹の歌」保存会

棹の歌 道具修理費

ｵﾊﾗﾀﾀﾞﾝｼﾞﾘﾎｿﾞﾝｶｲ

小原田だんじり保存会

小原田地区のだんじり 道具修理費

ｼﾓﾌﾅｵｶｼﾞﾝｼﾞｬ

下船岡神社

下船岡神社神幸祭 道具修理費

ｲﾁﾉﾐﾔﾊﾁﾏﾝｼﾞﾝｼﾞｬｼｼﾏｲﾎｿﾞﾝｶｲ

一宮八幡神社獅子舞保存会

一宮八幡神社獅子舞 道具修理費

ｶﾝｹﾞﾝｻｲｵｵﾁｮｳﾁﾝｺｳﾉｳﾗﾎｿﾞﾝｶｲ

管弦祭大提灯幸ﾉ浦保存会

田頭家大提灯献灯行事 道具購入費

愛知県 50

江戸期創始の神輿奉納に大正末期山車6台が加わる｡武雄神社春祭に山
車･囃子とともにからくり人形奉納｡当地区の鳳凰車は文久3年（1863）作､か
らくり人形3体が演ずる倒立・面かぶり・肩車の芸は全国的に希少

愛知県 40

江戸後期創始の献馬行事。多度神社秋祭に西組・東組が1頭ずつ馬を奉
納。厄年男性の馬付きに馬頭１・口取り2・綱付き10の13人が随行。棒の手
隊・鉄砲隊とともに神社に行進。「ころも」を唄い馬を引くのは希少

岐阜県 60

室町期創始の岐阜まつり宵宮の踊山車奉曳。江戸初期に盛行。昭和63年
伊奈波神社氏子から踊山車・囃子を継承。山車はｶﾗｸﾘ等の装飾はなく、提
灯・緞帳のみと簡素。団員総出で奉曳する

岐阜県 50

寿永3年（1184）創始、絶えず継承。坂下神社秋祭に奉納。下組・合郷組・
町組が、365本の花串を立てた木曽馬3頭が先導する組行列を馬元から神
社まで練り歩く。太鼓・鼓・篠笛で1組10人の囃子を構成

滋賀県 45

室町期創始の奴振。江戸期に五頭が輪番で、明治初年から上野頭のみ継
承。油日神社春祭に5年に一度奉納。奴行列は頭殿に長持奴・鋏箱奴・毛
槍奴等が供奉。甲賀侍衆による社参行列を再現した貴重な行事

大阪府 60

宝暦2年創始の錦織神社祭礼（だんじり祭）。明治初期製作の地車を保有。
令和4年若年層中心に保存会結成。錦織神社秋祭に宮入、俄（にわか)を
奉納。奉納俄「河内俄」は上方演芸の元祖

三重県 50

元和6年（1620）の記録ある盆踊｡昭和31年保存会結成｡西聖寺夏祭､大四
日市まつりに諏訪神社で踊る｡櫓の周囲を二重三重で囲み､太鼓・笛の囃
子にあわせゆったりと踊る｡地付き・地固めの踊りを含め3種類継承

三重県 60

天正年間（1573～93）創始の盆踊｡海念寺で供養と踊り催行｡初盆の家を巡
る｡最後に公民館前での魚供養・大漁祈願が独特｡30種継承｡4名の踊り子
が法被・花笠姿で鞨鼓を叩きながら音頭取りによる輪唱にあわせ踊る

和歌山県 40

江戸中期橋本市内の秋祭にだんじりが参加。相賀八幡神社秋祭に9地区
のだんじりが宮入。だんんじりは明治2年作の岸和田型。囃子は大太鼓・小
太鼓・鉦で奏す。当地の秋祭は放生会に由来

鳥取県 60

寛永4年（1627）創始。3年に一度、下船岡神社夏祭に奉納。榊50人・神輿
100人を含め、幼・少・青・壮・中・老の総勢300人が古式に則り運行。夜に
境内で行なう榊と神輿の「練り合い」は迫力満点

大阪府 54

江戸中期創始の建水分神社秋祭り（だんじり祭）。千早赤坂村5地区を含め
18台のだんじりが宮入。石川型地車を所有。前部に張り出した縁を舞台代
わりに俄芝居をするため｢俄だんじり」と称す

兵庫県 70

平安後期創始の棹の唄。大正期まで遊女が奉納。中断数度を経て昭和48
年復活。同51年保存会結成し継承。巫女役の少女20人が室津賀茂神社
春祭に奉奏。下がり端三段尾の拍子で歌う詞章は能楽「室君」と類似

岡山県 70

貞享2年（1685）記銘の獅子頭を持つ獅子舞。一宮八幡神社秋祭に奉納。
3頭の雄獅子が太鼓・笛に合わせ力強く舞う。５舞継承。竹ノ内流武術の流
れを汲む棒使いの演武を含む

広島県 60

元禄14年（1701）創始。宮島管弦祭で江田島の田頭家ががり火で御座船を
導いたのが起源。昭和23年「厳島神社御用」が許与された。7～8月の大潮
の日に挙行。平安期創始の祭礼行事の中で貴重な役割を継承
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山波神楽団

山波神楽 道具購入費

ｸｼｷｼｼﾏｲﾎｿﾞﾝｶｲ

櫛木獅子舞保存会

櫛木の獅子舞 道具修理費

ﾘｮｳﾅﾝﾉｵﾔｺｼｼﾏｲﾎｿﾞﾝｶｲ ﾔﾂﾎﾞｵﾔｺｼｼｸﾞﾐ

綾南の親子獅子舞保存会　矢坪親子獅子組

綾南の親子獅子舞 道具購入費

ｻﾘｮｳｱﾐｶﾞｻｶｸﾞﾗﾎｿﾞﾝｶｲ

佐料編笠神楽保存会

佐料編笠神楽 道具購入費

ｵｵﾀｹｲﾂｼｶﾎｿﾞﾝｶｲ

大竹五ツ鹿保存会

大竹五ツ鹿 衣装購入費

ｷﾀﾄｸﾏｽﾌﾘｭｳﾎｿﾞﾝｶｲ

北徳益風流保存会

北徳益風流 道具購入費

ﾀﾃﾉｶﾜｳﾁﾌﾘｭｳﾎｿﾞﾝｶｲ

立野川内浮立保存会

立野川内の浮立 道具修理費

ﾀﾉｳﾗﾎﾝﾌﾘｭｳﾎｿﾞﾝｶｲ

田ノ浦本浮立保存会

田ノ浦本浮立 道具購入費

ﾛﾂｶｼｼﾏｲﾎｿﾞﾝｶｲ

六嘉獅子舞保存会

六嘉獅子舞 衣装購入費

ﾀｼﾏｶｸﾞﾗﾎｿﾞﾝｶｲ

田島神楽保存会

田島神楽 衣装・道具購入費

ｷﾀﾊﾞﾙﾆﾝｷﾞｮｳｼﾊﾞｲﾎｿﾞﾝｶｲ

北原人形芝居保存会

北原人形芝居 技術指導費

ﾌﾅﾋｷｳｽﾀﾞｲｺｵﾄﾞﾘﾎｿﾞﾝｶｲ

船引臼太鼓踊り保存会

船引臼太鼓踊り 衣装購入費

ｱｸﾈｼﾊﾙｸﾐﾅｶﾀｼﾞﾝｼﾞｬｶﾝﾏｲﾎｿﾞﾝｶｲ

阿久根市波留区南方神社神舞保存会

波留区の神舞 道具製作費

鹿児島県 60

藩政期から当地に伝わる神舞｡17年間中断､昭和61年保存会結成し復活｡
8年に一度南方神社夏祭に本奉納｡7舞継承｡舞子28人が7日間の「宮籠り」
を経て舞う｡宝暦年間（1751～63）製作の「翁面」「鬼神面」保有

大分県 60

鎌倉期創始の人形芝居。昭和末期に衰退、平成3年保存会結成し再興。
原田神社の万年願に奉納。一体の人形を三人で操る「三人遣い」に加え、
平成13年に一体の人形を一人で操る「はさみ遣い」を復活

宮崎県 52

江戸期創始の臼太鼓踊り。日露戦争で中断、昭和28年保存会結成し復
活。敬老の日に八幡神社・船引大将軍神社へ奉納。五穀豊穣・牛馬息災・
家内安全を祈願する神事「牛馬講」の中で踊る

熊本県 60

織豊期創始とされる獅子舞。六嘉神社秋祭に奉納。雌雄2頭の獅子が愛情
交換の様を描く「ﾓﾔ」と、20ｍの梯子に交互に登り先端の牡丹の花を投げる
「ﾀﾅ上がり」は、全国でも類例がない舞

熊本県 60

明治初期の姫神楽から始まる｡現在の神楽は昭和初期熊本市高橋稲荷神
社から伝授､岩戸神楽の流れ汲む｡田島菅原神社各祭礼奉納｡古面着けた
鬼神と神主の二人舞「国津問答集」は勇壮な所作･問答が見所

佐賀県 24

宝暦年間（1751～64）創始の舞浮立。ｺﾛﾅ禍にも絶えず継承。立野川内八
幡神社秋祭に奉納。笛・太鼓・地囃子にあわせ踊り手が大太鼓を打つ。他
にはない「虎浮立」を含め14演目継承

長崎県 45

江戸後期、諫早から伝わった雨乞踊。矢上くんちに4年に1度、年番町とし
て出演。笛・鉦・太鼓・掛打・行列・扇子等、子供から大人までが参加。楽器
は口承。笛は長崎くんちにも出演。鉦は江戸期の作

愛媛県 57

昭和7年創始の鹿踊。一時衰退、昭和49年役場職員・青年が保存会結成
し復活。三島神社秋祭に奉納。雄鹿4頭・雌鹿1頭に扮した舞手が哀愁に
満ちた歌と太鼓にあわせ優美、繊細に舞う

福岡県 59

享保年間（1716～36）創始。度々中断、昭和42年（北徳益）親和会により復
活。愛宕神社秋祭に奉納。赤鬼・青鬼・小獅子3が鉦・謡にあわせ舞う。3舞
継承。大太鼓を力強く打ちｼｬｸﾞﾏを振り乱し力強く舞う躍動感が特徴

香川県 60

江戸後期創始。大正期に子獅子を導入。絶えず継承。昭和55年矢坪獅子
組と中筋獅子組が「綾南の親子獅子保存会」を結成。春日神社秋祭に奉
納。強く成長する子獅子の姿を表現するｽﾄｰﾘｰ性がある

香川県 20

江戸期創始の編笠神楽。奥津荒神神社秋祭の奉納｡15舞継承｡神職神楽
の影響を受けつつ「王婆」等独自の演目継承｡笛・太鼓・摺り鉦にあわせ優
雅に力強く舞う｡手作りの火薬綿を青竹に付け回す「大火」は見所

広島県 60

明治初期創始。一時中断、昭和45年保存会結成し復活。山波艮神社秋祭
に餅搗神事とともに奉納。18演目継承。頭を切る（頭をひねる）、一舞後に
必ずﾊﾞｯｸしながら舞い返す、片足飛びで舞う等の動作が独特

徳島県 70

江戸期創始市指定無形民俗文化財「鳴門市の獅子舞」の一つ。一時中
断、昭和64年保存会結成し復活。八幡神社・妙見神社秋祭に奉納。8演目
継承。大小太鼓にあわせ獅子2頭が演目の途中で交代し舞う
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2．民俗技術の部（伝統的製作技術・衣食住にかかわる生活技術・伝統工芸を含む） 

３件 １２０万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フリガナ

申込団体または個人

民俗文化財の名称 助成目的

ｼﾝｼﾞｮｳｶﾒｱﾔｵﾘﾃﾞﾝｼｮｳｷｮｳｶｲ

新庄亀綾織伝承協会

新庄亀綾織制作技術 技術指導費

ｶﾐｾｲﾅｲｼﾞｴﾝｶﾄﾞｳｼｶｲ

上清内路煙火同志会

清内路村の手造り花火 道具購入費

ｲﾅﾜﾗﾉｳﾝﾅﾝﾖｼﾀﾞ

稲わらの雲南よしだ

雲南･吉田の藁細工技術 記録動画作成費

島根県 40

昭和初期創始。担い手高齢化により中断、令和年4月「稲わらの雲南よし
だ」設立し復活。赤穂絣を素材に「鶴亀」や三重の注連縄を製作。鶴亀の
大額縁は出雲大社奉納。種蒔から藁細工加工まで地域内で完結

地域 助成額
（万円）

活動の概要

山形県 40

江戸後期創始の絹織物製作技術。明治末期に途絶。昭和60 年伝承協会
設立し復活。「斜文織」という高度な手織りで着物1反製作は4ヵ月必要。10
数種類の模様を復元。撚りのない生糸を使う後精錬は独特の風合い

長野県 40

江戸中期創始の花火製作技術。上清内路諏訪神社秋祭に奉納。飢饉や
戦争中も絶えず継承。奉納の最後に２ｍの竹筒「三国柱」を次々に点火す
る「大三国」を披露。火薬製造から打上まで一貫して行なうのは希少
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財団案内 

□□□□□□□□□□□  財団の目的 □□□□□□□□□□□ 

  明治安田クオリティオブライフ文化財団 （理事長：関口憲一） は､音楽における人材   

育成ならびに地域の伝統文化の保存維持、および後継者育成に対する助成などを行な

い、もって国民生活の質的向上ならびにわが国文化の発展に寄与することを目的として 

います。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□     

【財団の概要】 

 

  名  称  公益財団法人 明治安田クオリティオブライフ文化財団 

THE MEIJI YASUDA CULTURAL FOUNDATION    

設  立  平成３年（１９９１年）６月１０日 

主務官庁  内閣府 

基本財産  １４億４,８００万円（２０２５年３月末日現在） 

事業内容  ・音楽分野における若手芸術家の人材育成に対する助成 

・民俗芸能等地域の伝統文化の保存維持、後継者育成に対する助成 

・芸術文化活動に関する調査研究、出版物の刊行 

事業計画  ○クラシック音楽分野における若手音楽家の人材育成に対する助成 

・海外における音楽研修に対する助成 

・国内音楽学生に対する奨学援助 

○民俗芸能等地域の伝統文化の保存維持、後継者育成に対する助成 

・地域の民俗芸能（含、民俗行事、民俗音楽）の保存維持、後継

者育成のための助成 

・地域の民俗技術（含、伝統的製作技術、衣食住に関わる生活技

術、伝統工芸）の保存維持、後継者育成のための助成 

事業成果  これまでの累計助成状況（２０２６年３月現在） 

・音楽分野     ６３５件 １０億７,９９４万円 

・伝統文化分野 １，５７４件  ７億７,９４７万円 

出捐企業  明治安田生命保険相互会社 


